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 平成 22 年２月 12 日 
各  位 

会 社 名 株 式 会 社 ア ル バ ッ ク 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 諏 訪 秀 則

(コード番号：6728 東証一部)

問 合 せ 先 専務取締役経営企画室長常 見 佳 弘

(TEL. 0467-89-2033 大代表)

平成 22 年６月期第 2 四半期累計期間の業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

平成 21 年 8 月 13 日に公表いたしました平成 22 年 6 月期第 2 四半期連結累計期間の業績予想と本
日公表の平成 22 年 6 月期第 2 四半期連結累計期間の実績値に差異が生じましたので下記のとおりお知
らせいたします。 

記 
1． 平成 22 年６月期第 2 四半期累計期間業績予想数値と決算における実績値との差異 

（平成 21 年７月 1 日～平成 21 年 12 月 31 日） 
（連結）                                                 （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり四半期

純利益（円） 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 100,000 △3,100 △4,200 △3,700 △86.26 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 92,279 △2,011 △1,778 △1,227 △28.60 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △7,721 1,089 2,422 2,473 ― 

増 減 率            （％） △7.7％ ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績（平成 21 年６

月期第 2 四半期連結累計期間） 
108,110 3,766 1,167 1,439 33.55 

2． 差異の理由（連結） 
（１） 第 2 四半期累計期間業績 

売上高は、PV（太陽電池）製造装置の受注時期の遅れや、中古ライン転売の受注減などで、予想値が達成でき

ず、923 億円（前回発表予想値 1,000 億円）となりました。営業利益は、売上高が予想を下回ったものの、大型液晶

ディスプレイや PV 製造装置などの収益性向上、販管費削減などで、△20 億円（前回発表予想値△31 億円）と前

回発表予想値を上回りました。経常利益は、為替差益などにより、△18 億円（前回発表予想値△42 億円）と前回

発表予想値を上回りました。 

（２） 通期業績予想 
平成 22 年 6 月期通期業績予想値に変更はありませんが、品目別売上高予想値を変更いたしました。 

（ご参考）     
〔品目別売上高予想〕                                          （単位：億円） 

  第 2 四半期連結累計期間 通期予想 

 連結売上高 923 （△15%） 2,400 （＋7%） 

 真空機器事業 741  1,935  

  FPD 製造装置 347  922  

  PV 製造装置 163  490  

  半導体及び 

電子部品製造装置 

99  205  

  コンポーネント 84  189  

  一般産業用装置 48  129  

 真空応用事業 182  465  

 材料・部材 101  227  

 

 

その他 81  238  

連結営業利益 △20 （－） 56 （＋61%） 

連結経常利益 △18 （－） 31 （＋271%） 

連結当期（四半期）純利益 △12 （－） 11 （＋36%） 

 （  ）内は前年同期比、小数点以下は四捨五入 
（注）上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績は、業況の 

変化等により上記予想数値と異なる場合があります。 
以 上 


